
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



医学概論 

	

第 1問:	疾患の定義	

次の中で、生活習慣病に該当する疾患を選びなさい。	

	 1.	 肺炎	

	 2.	 糖尿病	

	 3.	 骨折	

	 4.	 高血圧	

	 5.	 風疹	
 
第 2問:	感染症の分類	

感染症を原因となる病原体で分類した場合、ウイルス感染症に該当するものはどれですか？	

	 1.	 インフルエンザ	

	 2.	 結核	

	 3.	 肺炎球菌感染症	

	 4.	 麻疹	

	 5.	 破傷風	

 
第 3問:	高齢者の疾患	

高齢者によく見られる「サルコペニア」の説明として最も適切なものはどれですか？	

A.	骨の密度が低下する状態	

B.	筋力や筋肉量が低下する状態	

C.	認知機能が低下する状態	

D.	関節の可動域が制限される状態	

E.	心臓機能が低下する状態	

 
第 4問:	血液循環の知識	

次の中で、動脈血を全身に送り出す心臓の部位はどれですか？	

A.	左心房	

B.	左心室	



C.	右心房	

D.	右心室	

E.	心房中隔	

 
第 5問:	精神疾患の理解	

うつ病の主な症状として正しいものを選びなさい。	

	 1.	 強い悲しみや興味の喪失	

	 2.	 集中力の低下や疲労感	

	 3.	 幻覚や妄想	

	 4.	 食欲や睡眠の変化	

	 5.	 高揚感や多弁	
 
第 6問:	障害の分類	

次の中で、身体障害に分類されるものを選びなさい。	

	 1.	 聴覚障害	

	 2.	 視覚障害	

	 3.	 知的障害	

	 4.	 言語障害	

	 5.	 精神障害	

 
 

⼼理学と社会システム 

	
第 1 問 
ピアジェの発達段階において、子どもが「ごっこ遊び」など象徴的な思考を行うようになるのはどの

段階ですか？ 
A.	感覚運動期	

B.	前操作期	

C.	具体的操作期	

D.	形式的操作期	



E.	成人期	

 
第 2問:	 ストレス理論	

ハンス・セリエが提唱した「一般適応症候群（GAS）」におけるストレス反応の 3段階に含まれない

ものはどれですか？	

A.	警告反応期	

B.	抵抗期	

C.	消耗期	

D.	回復期	

E.	慣性期	

 
第 3問:	行動療法	

行動療法でよく用いられる「系統的脱感作法」の目的として最も適切なのはどれですか？	

A.	 トラウマの原因を分析する	

B.	不安や恐怖を段階的に克服する	

C.	新しい行動パターンを学習する	

D.	対人関係の改善を図る	

E.	自己肯定感を高める	

 
第 4問:	社会福祉の理念	

社会福祉における「ノーマライゼーション」の概念に最も近いものはどれですか？	

A.	障害者が特別な環境で生活すること	

B.	障害者が地域社会の中で普通の生活を送ること	

C.	高齢者施設の利用を推進すること	

D.	社会資源の効率的な利用を図ること	

E.	支援を経済的負担に限定すること	

 
第 5問:	社会保険制度	

次のうち、日本の社会保険制度に含まれないものはどれですか？	

A.	健康保険	

B.	年金保険	

C.	失業保険	

D.	介護保険	

E.	災害補償保険	

 
 



第 6問:	地域包括ケアシステム	

地域包括ケアシステムの構成要素として適切でないものはどれですか？	

A.	医療	

B.	介護	

C.	福祉	

D.	住まい	

E.	金融支援	

 
 

社会学と社会システム 

	

第 1問:	社会学の基礎理論	

エミール・デュルケームが提唱した「アノミー」の概念として最も適切な説明はどれですか？	

A.	社会の規範が弱まり、混乱が生じる状態	

B.	個人が共同体の一員として連帯感を持つ状態	

C.	人間の本能的な行動を抑制する文化的要因	

D.	経済格差が広がることによる社会の分裂	

E.	政治的安定が失われた状態	

 
第 2問:	社会調査	

次の中で、質的調査（定性的調査）に該当するものはどれですか？	

A.	世論調査で多数の回答を得るアンケート調査	

B.	人々の行動を観察し、意味を分析するエスノグラフィー	

C.	統計データを分析して相関関係を探る方法	

D.	医療機関の患者数の推移を数値で示す研究	

E.	特定の数値を用いて国の人口動態を分析する研究	

 
第 3問:	社会変動	

近代化に伴う社会変動に関して、次のうち正しいものを選びなさい。	

A.	都市化が進むことで、伝統的な共同体が強化される。	

B.	技術革新により、階級の固定化が進む。	

C.	教育の普及が社会的流動性を高める要因となる。	

D.	国際化によって地域文化がより孤立する。	

E.	政治制度の変化は社会変動と関係がない。	

 



第 4問:	福祉国家の概念	

福祉国家の特徴として最も適切なものを選びなさい。	

A.	すべての社会福祉サービスを民間で運営する制度	

B.	市場経済に完全に依存する経済体制	

C.	国が国民の最低限の生活保障を行う仕組み	

D.	貧困層に限定して支援を行う制度	

E.	福祉政策を自治体に完全に委任する制度	

 
第 5問:	社会保険の仕組み	

社会保険制度において、次の中で「公費負担」が含まれるものはどれですか？	

A.	健康保険の自己負担分	

B.	雇用保険料	

C.	国民年金の基礎年金部分	

D.	労災保険の掛け金	

E.	自費診療の医療費	

 
第 6問:	地域包括ケア	

地域包括ケアシステムの目的として適切でないものを選びなさい。	

A.	高齢者が住み慣れた地域で生活を続けられるよう支援する。	

B.	医療と介護の連携を促進する。	

C.	高齢者施設の利用を義務付ける。	

D.	地域全体で高齢者を支える仕組みを作る。	

E.	予防を含めた包括的な支援を提供する。	

 
 

社会福祉の原理と政策 

	

第 1問:	社会福祉の理念	

社会福祉の基本理念として正しいものを選びなさい。	

A.	経済成長のための支援を優先する	

B.	社会的弱者の自立と生活の向上を目指す	

C.	貧困層のみに支援を限定する	

D.	個人主義を強調し、国家の関与を最小限にする	

E.	労働者の権利のみを守る仕組み	

 



第 2問:	社会福祉の原理	

「残余的福祉」の考え方に該当する特徴はどれですか？	

A.	全ての市民を対象とする普遍的支援	

B.	必要最小限の支援を提供	

C.	貧困層に限定された支援	

D.	社会全体の平等を目指す支援	

E.	支援を地域コミュニティに依存	

 
第 3問:	福祉国家のモデル	

エスピン＝アンデルセンが提唱した福祉国家の分類で、「自由主義的福祉国家」に該当する特徴

として適切なのはどれですか？	

A.	普遍的な福祉制度を提供	

B.	市場メカニズムを重視	

C.	家族が福祉の中心的な役割を担う	

D.	社会的平等を強調	

E.	公共部門の福祉支出が最大化	

 
第 4問:	日本の社会福祉政策	

日本の社会福祉政策において、最も早く法制化されたものはどれですか？	

A.	児童福祉法	

B.	生活保護法	

C.	高齢者福祉法	

D.	障害者基本法	

E.	母子及び父子並びに寡婦福祉法	

 
第 5問:	福祉サービス	

地域福祉活動計画における主な実施主体として正しいものはどれですか？	

A.	中央政府	

B.	市町村	

C.	都道府県	

D.	民間企業	

E.	非営利団体（NPO）	

 
第 6問:	国際福祉政策	

次の国際機関のうち、社会福祉政策に関与するものとして適切でないものはどれですか？	

A.	国際労働機関（ILO）	



B.	世界保健機関（WHO）	

C.	国連開発計画（UNDP）	

D.	世界貿易機関（WTO）	

E.	国際連合児童基金（UNICEF）	

 
第 7問:	貧困対策	

相対的貧困率の定義として正しいものはどれですか？	

A.	生活保護を受けている世帯の割合	

B.	国民全体の中で最も所得が低い 10%の割合	

C.	中央所得の 50%未満の所得で暮らす人々の割合	

D.	所得税を支払えない世帯の割合	

E.	雇用が安定していない世帯の割合	

 
第 8問:	高齢者福祉	

介護保険制度におけるサービス利用の対象者として適切でないものはどれですか？	

A.	65歳以上の要介護認定者	

B.	40歳以上 65歳未満の特定疾病による要介護認定者	

C.	65歳以上で健康な高齢者	

D.	65歳以上で要支援認定者	

E.	40歳以上の介護予防サービス利用者	

 
第 9問:	日本の福祉制度改革	

2000年に導入された介護保険制度の理念として正しいものはどれですか？	

A.	家族介護の負担軽減	

B.	医療費削減を目的とする	

C.	高齢者施設の利用拡大	

D.	生活保護の代替手段	

E.	健康保険制度との統合	

 
 

社会保障 

 
第 1 問:社会保障の主な目的として正しいものを選びなさい。	
A.	経済成長の促進	

B.	市場競争の活性化	



C.	社会的リスクに対する生活の安定	

D.	国民の自己責任の促進	

E.	高所得者層への税負担軽減	

 
第 2問:	社会保険の仕組み	

次のうち、社会保険制度に含まれないものはどれですか？	

A.	健康保険	

B.	雇用保険	

C.	労災保険	

D.	国民年金	

E.	児童手当	

 
第 3問:	社会保障の種類	

次のうち、公的扶助に該当する制度はどれですか？	

A.	健康保険	

B.	生活保護	

C.	国民年金	

D.	介護保険	

E.	雇用保険	

 
第 4問:	医療保険制度	

日本の医療保険制度において、「国民皆保険」の達成年はいつですか？	

A.	1947年	

B.	1955年	

C.	1961年	

D.	1975年	

E.	1980年	

 
第 5問:	年金制度	

日本の国民年金の被保険者に含まれないものはどれですか？	

A.	自営業者	

B.	学生	

C.	専業主婦（配偶者が第 2号被保険者）	

D.	生活保護受給者	

E.	農業従事者	

 



 
第 6問:	介護保険制度	

介護保険制度の第 1号被保険者に該当するのはどの年齢層ですか？	

A.	18歳以上	

B.	40歳以上 65歳未満	

C.	65歳以上	

D.	70歳以上	

E.	75歳以上	

 
第 7問:	雇用保険	

雇用保険における失業給付の支給条件として正しくないものはどれですか？	

A.	雇用保険に一定期間加入していること	

B.	自ら退職した場合でも条件を満たせば給付される	

C.	定年退職後も無条件で受給できる	

D.	働く意志があること	

E.	失業認定を受けること	

 
第 8問:	公的扶助の原則	

生活保護制度の運用において、正しい原則はどれですか？	

A.	国民全員が受給できる	

B.	申請主義に基づく	

C.	支給は一律で固定	

D.	自立支援を義務付ける	

E.	地域社会の判断で支給額を決定	

 
第 9問:	社会保障財源	

社会保障制度の主な財源として適切でないものはどれですか？	

A.	税金	

B.	保険料	

C.	地方債	

D.	国庫負担	

E.	利子収入	

 
 
 



権利擁護を⽀える法制度 

	

第 1問:	権利擁護の基本概念	

「成年後見制度」の主な目的として正しいものはどれですか？	

A.	高齢者の財産を国が管理すること	

B.	障害者の権利を制限すること	

C.	判断能力が不十分な人の生活や権利を保護すること	

D.	成年後見人の資産を増やすための仕組み	

E.	高齢者に定期的に現金を支給する制度	

 
第 2問:	成年後見制度	

成年後見制度において、「法定後見制度」に含まれる類型でないものはどれですか？	

A.	後見	

B.	補佐	

C.	保佐	

D.	任意後見	

E.	法定後見	

 
第 3問:	高齢者虐待防止法	

高齢者虐待防止法において、「虐待」とみなされない行為はどれですか？	

A.	身体的虐待	

B.	精神的虐待	

C.	放置によるネグレクト	

D.	経済的虐待	

E.	高齢者の同意のもとで財産を使う行為	

 
第 4問:	児童福祉法	

児童福祉法の目的として正しいものを選びなさい。	

A.	すべての児童を施設に収容すること	

B.	保護者の権利を最優先にすること	

C.	児童の健全な育成と福祉の増進を図ること	

D.	教育を完全に義務化すること	

E.	児童の労働力活用を奨励すること	

 
 



第 5問:	DV防止法	

配偶者からの暴力防止法（DV防止法）の対象として適切でないものはどれですか？	

A.	配偶者からの身体的暴力	

B.	配偶者からの精神的暴力	

C.	配偶者からの性的暴力	

D.	同居していない兄弟間の暴力	

E.	配偶者からの経済的暴力	

 
第 6問:	障害者基本法	

障害者基本法の理念として正しいものを選びなさい。	

A.	障害者の福祉は施設利用を義務付ける	

B.	障害者の完全参加と平等を目指す	

C.	障害者の権利を制限して社会全体の利益を優先する	

D.	障害者の生活費を全額国が負担する	

E.	障害者の保護者が責任を負うことを前提とする	

 
 

地域福祉と包括的⽀援体制 

	

第 1問:	地域福祉の理念	

地域福祉の基本理念として正しいものを選びなさい。	

A.	公的機関がすべての責任を負う仕組み	

B.	地域住民が主体となり、地域の課題解決に取り組む仕組み	

C.	福祉施設を中心に支援を行う仕組み	

D.	社会的弱者を地域外に移動させる仕組み	

E.	専門職が全ての支援を行う仕組み	

 
第 2問:	包括的支援体制の目的	

包括的支援体制が目指すものとして適切でないものはどれですか？	

A.	高齢者が住み慣れた地域で生活を続けること	

B.	医療と介護の連携を強化すること	

C.	高齢者施設への移住を義務付けること	

D.	地域住民の協力を得ながら支援を行うこと	

E.	予防を含む総合的なサービスを提供すること	

 



第 3問:	地域包括支援センター	

地域包括支援センターの役割として正しくないものはどれですか？	

A.	高齢者の権利擁護	

B.	介護予防サービスの提供	

C.	地域住民への情報提供	

D.	医療機関の運営	

E.	家族への相談支援	

 
第 4問:	地域福祉計画	

地域福祉計画を策定する主体として正しいものはどれですか？	

A.	国	

B.	都道府県	

C.	市町村	

D.	民間企業	

E.	地域住民組織	

 
第 5問:	地域包括ケアシステム	

地域包括ケアシステムの構成要素に含まれないものはどれですか？	

A.	医療	

B.	介護	

C.	住まい	

D.	金融サービス	

E.	予防	

 
第 6問:	住民参加の意義	

地域福祉における住民参加の主な意義として正しいものはどれですか？	

A.	福祉サービスの完全民営化を促進すること	

B.	地域課題への意識を高め、解決に向けた協力を促進すること	

C.	専門職の役割を排除すること	

D.	地域住民による自己責任の徹底	

E.	公的機関の役割を縮小すること	

 
第 7問:	 コミュニティソーシャルワーク	

コミュニティソーシャルワークの目的として最も適切なものはどれですか？	

A.	個別支援に特化すること	

B.	地域住民全体の福祉向上を目指すこと	



C.	地域内の弱者を隔離すること	

D.	公的支援を縮小すること	

E.	医療サービスを提供すること	

 
第 8問:	地域支援事業	

介護保険法に基づく地域支援事業に含まれないものはどれですか？	

A.	介護予防事業	

B.	包括的支援事業	

C.	生活支援サービス	

D.	高齢者雇用促進事業	

E.	地域ケア会議	

 
第 9問:	地域福祉の課題	

地域福祉推進の課題として最も適切でないものはどれですか？	

A.	住民意識の向上	

B.	関係機関の連携強化	

C.	住民の孤立化防止	

D.	福祉の対象を限定すること	

E.	地域特性に応じた支援体制の構築	

 
 

障害者福祉 

	

第 1問:	障害者基本法の理念	

障害者基本法の基本理念として最も適切なものはどれですか？	

A.	障害者を特別な施設で保護することを優先する	

B.	障害者の社会的役割を制限する	

C.	障害者の完全参加と平等を実現する	

D.	障害者の家族が責任を持つことを義務付ける	

E.	障害者を地域社会から隔離する	

 
第 2問:	障害者総合支援法	

障害者総合支援法に基づく支援対象に含まれないものはどれですか？	

A.	身体障害者	

B.	知的障害者	



C.	精神障害者	

D.	難病患者	

E.	高齢者	

 
第 3問:	障害者手帳	

次のうち、障害者手帳の交付対象に含まれないものはどれですか？	

A.	身体障害者手帳	

B.	療育手帳	

C.	精神障害者保健福祉手帳	

D.	難病患者向け手帳	

E.	健康保険証	

 
第 4問:	障害者雇用促進法	

障害者雇用促進法に基づき、企業に課せられる義務として適切なものはどれですか？	

A.	すべての従業員を障害者にする	

B.	障害者を雇用するための基準を定める	

C.	法定雇用率を満たすように障害者を雇用する	

D.	障害者雇用に関わる法律を遵守する努力義務のみとする	

E.	障害者の給与を減額する	

 
第 5問:	障害者差別解消法	

障害者差別解消法において、事業者に求められる対応として正しくないものはどれですか？	

A.	合理的配慮の提供	

B.	障害を理由とした差別の禁止	

C.	障害者への適切な支援	

D.	差別が発生した場合の罰則規定の適用	

E.	公共施設におけるバリアフリー対応	

 
第 6問:	障害福祉サービス	

障害福祉サービスに含まれる内容として正しくないものはどれですか？	

A.	生活介護	

B.	就労継続支援	

C.	短期入所（ショートステイ）	

D.	医療費全額負担の免除	

E.	地域移行支援	

 



刑事司法と福祉 

	

第 1問:	更生保護の基本理念	

更生保護の目的として最も適切なものはどれですか？	

A.	犯罪者の刑期を延長する	

B.	犯罪者を社会から隔離する	

C.	犯罪をした人が再び社会で自立できるよう支援する	

D.	犯罪者の財産を没収する	

E.	犯罪者の家族を監視する	

 
第 2問:	犯罪者更生施設の役割	

更生保護施設（更生施設）の主な役割として適切でないものはどれですか？	

A.	宿泊場所の提供	

B.	就労の支援	

C.	再犯防止の指導	

D.	長期の収容と隔離	

E.	社会生活への適応支援	

 
第 3問:	被害者支援制度	

犯罪被害者等基本法に基づき、犯罪被害者に対して提供される支援として正しくないものはどれ

ですか？	

A.	心理的ケア	

B.	経済的支援	

C.	情報提供	

D.	犯罪者への厳罰適用	

E.	被害者参加制度の利用	

 
第 4問:	少年法の基本理念	

少年法の目的として最も適切なものはどれですか？	

A.	少年を厳罰化すること	

B.	少年を社会から隔離すること	

C.	少年の健全な育成を図ること	

D.	少年犯罪を一律に重罪として扱うこと	

E.	少年犯罪を記録に残さないこと	

 



 
第 5問:	保護観察制度	

保護観察制度の主な目的として適切でないものはどれですか？	

A.	犯罪者の社会復帰を支援する	

B.	再犯防止を目指す	

C.	規則を守らない者に懲罰を課す	

D.	日常生活の指導や監督を行う	

E.	更生のための支援を提供する	

 
第 6問:	刑事司法と福祉の連携	

刑事司法と福祉の連携が必要とされる理由として適切でないものはどれですか？	

A.	犯罪者の再犯防止のための社会的支援が必要である	

B.	犯罪者の社会復帰を促進するためである	

C.	犯罪被害者への賠償を強制するためである	

D.	犯罪者の生活基盤を整える必要がある	

E.	犯罪者が孤立せずに支援を受けられる環境を作るためである	

 
 

ソーシャルワークの基盤と専⾨職 

	

第 1問:	 ソーシャルワークの定義	

ソーシャルワークの目的として最も適切なものはどれですか？	

A.	利用者の社会的役割を制限する	

B.	個人の生活の向上と社会の福祉を促進する	

C.	利用者を支援する代わりに依存を助長する	

D.	利用者の問題を専門職が全て解決する	

E.	社会的孤立を強化する	

 
第 2問:	 ソーシャルワークの価値	

ソーシャルワークの基本的価値に該当しないものはどれですか？	

A.	人間の尊厳と価値の尊重	

B.	社会正義の促進	

C.	利用者の自立支援	

D.	利用者の弱点に焦点を当てる	

E.	専門的な関係性の構築	



第 3問:	 ソーシャルワーカーの役割	

ソーシャルワーカーの役割として適切でないものはどれですか？	

A.	利用者の自己決定を支援する	

B.	利用者の権利を擁護する	

C.	利用者を全ての社会的活動から排除する	

D.	社会資源の調整を行う	

E.	利用者と社会との橋渡しをする	

 
第 4問:	倫理綱領	

ソーシャルワーカーの倫理綱領に基づく行動として正しいものを選びなさい。	

A.	利用者の情報を全て公開する	

B.	利用者の同意なしに決定を強制する	

C.	利用者の秘密を守る	

D.	利用者の弱みを他の職員と共有する	

E.	利用者の価値観を否定する	

 
第 5問:	 ソーシャルワークのアプローチ	

ソーシャルワークのエコロジカルアプローチで最も重視されるのはどれですか？	

A.	利用者の心理的問題のみ	

B.	利用者を取り巻く環境との相互作用	

C.	利用者の能力にのみ焦点を当てる	

D.	利用者が直面している制度上の制約	

E.	利用者の過去の失敗	

 
第 6問:	 ソーシャルワーク専門職の特性	

ソーシャルワーク専門職の特性として正しくないものはどれですか？	

A.	専門的な知識と技能を活用する	

B.	利用者との信頼関係を構築する	

C.	自己の価値観を利用者に押し付ける	

D.	継続的な学習を重視する	

E.	利用者のニーズに応じた柔軟な対応を行う	

 
 
 
 



ソーシャルワークの理論と⽅法 

	

第 1問:	問題解決アプローチ	

ソーシャルワークにおける問題解決アプローチの特徴として正しいものはどれですか？	

A.	利用者の問題をすべてソーシャルワーカーが解決する	

B.	利用者の強みを無視して問題点に焦点を当てる	

C.	利用者とともに問題を特定し、段階的に解決を図る	

D.	問題解決において利用者の意思を考慮しない	

E.	短期的な結果のみを重視する	

 
第 2問:	 システム理論	

ソーシャルワークにおけるシステム理論の基本概念として正しいものはどれですか？	

A.	個人の心理状態に焦点を当てる	

B.	個人と環境が相互に影響し合うシステムとして捉える	

C.	問題を個人の責任とする	

D.	環境のみにアプローチする	

E.	 システムの変化を拒否する	

 
第 3問:	 エンパワメントアプローチ	

エンパワメントアプローチの目的として最も適切なものはどれですか？	

A.	利用者を保護し依存を促す	

B.	利用者に自己決定を促し、自立を支援する	

C.	 ソーシャルワーカーが利用者の代わりに行動する	

D.	利用者の能力ではなく限界に焦点を当てる	

E.	利用者に課題を押し付ける	

 
第 4問:	 ナラティブアプローチ	

ナラティブアプローチの特徴として正しいものを選びなさい。	

A.	利用者の話を否定し、新しい考え方を押し付ける	

B.	利用者が語る物語を尊重し、新たな意味を見出す	

C.	問題解決に焦点を当て、物語には関与しない	

D.	利用者の体験よりも統計的データを優先する	

E.	利用者の話を標準化し、分類する	

 
 



第 5問:	 タスク中心アプローチ	

タスク中心アプローチの目的として適切でないものはどれですか？	

A.	利用者が短期的な目標を設定し、達成する	

B.	利用者と協働で問題を解決する	

C.	利用者が自立的に課題を遂行する能力を高める	

D.	利用者が問題に直面しないよう保護する	

E.	問題解決のために具体的なタスクを実行する	

 
第 6問:	危機介入アプローチ	

危機介入アプローチの主な特徴として正しいものはどれですか？	

A.	長期的な支援を目指す	

B.	利用者の危機に迅速に対応し、短期的に支援する	

C.	利用者の感情に焦点を当てず、事実のみを重視する	

D.	危機の解決を利用者に任せる	

E.	危機を解決せずに次の支援に移る	

 
第 7問:	 ソリューションフォーカストアプローチ	

ソリューションフォーカストアプローチの基本的な考え方として正しいものはどれですか？	

A.	問題の原因を深く掘り下げる	

B.	利用者の過去の失敗に焦点を当てる	

C.	利用者の成功体験を活用し、解決策を見つける	

D.	問題解決に時間をかけない	

E.	問題解決よりも問題維持を優先する	

 
第 8問:	 ケースワーク	

ケースワークの基本的なプロセスに含まれないものはどれですか？	

A.	 アセスメント	

B.	 プランニング	

C.	 インターベンション	

D.	 モニタリング	

E.	強制的な行動指導	

 
第 9問:	 グループワーク	

グループワークの目的として正しいものを選びなさい。	

A.	個人の問題を一切扱わない	

B.	グループ内での協力と相互支援を通じて成長を促す	



C.	グループ内の対立を促進する	

D.	グループを利用して利用者の個人的な課題を隠す	

E.	 ソーシャルワーカーが全ての議論を主導する	

 
 

社会福祉調査の基礎 

	

第 1問:	社会福祉調査の目的	

社会福祉調査の主な目的として正しいものはどれですか？	

A.	社会問題の原因を統計的に分析すること	

B.	調査対象者の個人情報を公開すること	

C.	調査者の主観に基づいて結論を出すこと	

D.	特定の団体の利益のためにデータを操作すること	

E.	調査結果を一般に公開せず保存すること	

 
第 2問:	調査方法の種類	

社会福祉調査で用いられる「質的調査」の特徴として最も適切なものはどれですか？	

A.	多数のデータを数値化して分析する	

B.	調査対象の体験や意見を深く掘り下げて理解する	

C.	調査対象者全員に同じ質問を行う	

D.	調査結果を数値で示し、比較分析を行う	

E.	調査結果をグラフで表現することに重点を置く	

 
第 3問:	サンプリングの方法	

「無作為抽出法（ランダムサンプリング）」の特徴として正しいものはどれですか？	

A.	特定の属性を持つ人だけを選ぶ方法	

B.	調査者が任意で対象を選ぶ方法	

C.	調査対象者を均等に選ぶための確率的な方法	

D.	調査対象者に制約を設けて選ぶ方法	

E.	全ての調査対象を調査する方法	

 
第 4問:	調査の信頼性と妥当性	

調査における「信頼性」とは何を意味するか？	

A.	調査結果が対象者の特性を正確に反映していること	

B.	調査が繰り返されても同じ結果が得られる一貫性	



C.	調査が一定の時間内に終了すること	

D.	調査に費用をかけずに実施できること	

E.	調査者の主観が反映されていること	

 
第 5問:	倫理的配慮	

社会福祉調査における倫理的配慮として正しくないものはどれですか？	

A.	調査対象者のプライバシーを保護する	

B.	調査参加の自由を保障する	

C.	調査結果を対象者に公開する義務がある	

D.	調査対象者に調査目的を説明する	

E.	調査終了後もデータを慎重に扱う	

 
第 6問:	質問票調査の利点	

質問票調査（アンケート）の利点として最も適切なものはどれですか？	

A.	調査対象者の深い内面を理解できる	

B.	 コストが高く、実施が難しい	

C.	大量のデータを短時間で収集できる	

D.	調査対象者の全員が回答を記述する必要がある	

E.	回答者にインタビューする時間が必要になる	

 
 


